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近年過放牧や耕作地開発等により草原退行の進行が著しいモンゴルステップ全体を
対象とした群落の種組成，さらにはそれを基盤とするバイオマス生産量等を維持するた
めの草原管理方法の提案を目的とした．調査対象国であるモンゴルについて説明した後
（2 章），第一に多点で植生調査を行いモンゴルステップ全体に適用できる植物社会学
に基づいた包括的な群落体系を構築し，各群落の分布を規定する要因を解明することで，
本来分布しうる自然性の高い群落の分布を空間的に把握した（3章・4章）．第二に体系
化により抽出された群集を対象として耕作放棄後の植生回復プロセスと過放牧地にお
ける保護区設置後の植生回復プロセスを明らかにし，それらの植生回復プロセスから植
生回復を規定するメカニズムを考察することで草原利用に対する植生回復プロセスを
モンゴルステップ全体で把握できるかについて考察した（5章・6章）．得られた知見を
融合し，モンゴルステップ全体を対象とする草原管理方法の提言を行った（7章）． 
3章ではモンゴルステップ全体に適用できる群落体系の構築を目指し，既存の群落体
系の整理・改善を行うことを目的とした．2010 年から 2014 年にかけてモンゴル全土
の草原景観を示す植生帯において植物社会学的方法による植生調査を行い，全 258 地
点で植生資料を収集した．収集した植生資料を用いて表操作法による植生単位の抽出を
行い，Hilbig（1995, 2000b）で提供されている植生単位とあわせて表操作を行い，群
落体系の再検討を行った．Allio prostrati-Stipetum capillataeが新群集として記載さ
れた．上級単位の比較検討を行った結果，Cleistogenetea squarrosaeに属するオーダ
ーである Stipetalia kryloviiを，Cymbaria dahuricaや Elymus chinensisといった群
団標徴種群を有する Stipion krylovii と群団標徴種群が欠落した典型群団である
Agropyretion cristatiの 2群団に整理することが妥当であると判断された． 
4章では各群落の分布を規定する気候要因を解明し，その結果を用いて各群落の分布
を予測することを目的とした．3章で取得した植生資料を用いて多変量決定木モデルの
構築を行った．各群落の分布を規定する気候要因として降水量に関係する因子と気温に
関係する因子の両方が選択され，乾湿傾度で各群落の分布が規定されていることが示さ
れた．多変量決定木モデルの結果を用いて分布予測を行った結果，Stipion kryloviiが
東部地域から西部地域にかけてベルト状に潜在分布域を有すること，Agropyretion 
cristatiはモンゴル西部を中心に潜在分布域を有することが示された． 
5 章では耕作放棄後の植生回復プロセスを群落ベースで把握することを目的とした．
森林ステップ帯に位置するセレンゲ県の中部とステップ帯に位置するトゥブ県の中部
それぞれにおいて，耕作停止後 2-3年間経過した休耕地と耕作停止後 20年以上経過し
た耕作放棄地，未耕地で放牧強度が微弱な放牧地で植生資料を収集し，種組成を比較し
た．セレンゲ県では耕作放棄後 20年かからず放棄直後から種組成が大きく変化し，放
牧地に種組成が類似していくことが示された．一方でトゥブ県では耕作放棄後約 20年
間では種組成はほとんど回復せず，放棄直後の種組成と類似していることが示された． 
6章では耕作停止後の植生回復が見られなかったトゥブ県の中部において，国立公園
内外の植生構造を比較することで過放牧地における保護区設置後の植生回復プロセス
を把握することを目的とした．1993 年以前は強い退行状態にあったが 1993 年以降複
数の制度に基づく保護区の設置によって家畜の放牧禁止等の草原保護対策がとられて
いるホスタイ国立公園内外で植生資料を収集し，種組成の比較を行った．国立公園内外
で種組成の相違が見られ，保護区設置効果が示された．しかし，過放牧により系内から
消失した種が再定着したことによる効果は小さく，残存していた種の出現頻度が変化す
ることで種組成の相違が生じていると考えられた．  
7章では得られた成果を融合し，草原管理方法の提言を行うことを目的とした．3章
と 4章から，モンゴルステップ全体を対象に人為影響が少ない場合に本来分布しうる自
然性の高い群落の構造を空間的に把握できるようになった．今後は各群落を特徴づける
標徴種群を健全性評価の基準としてモンゴルステップ全体で使用することが可能であ
る．また 5章と 6章から多くのステップ帯では利用方法に関わらず一度対象地域から植
物種が消失するとその種の再定着が困難であることが考えられた．今後，このような草
原利用に対する植生回復プロセスをモンゴルステップ全体で把握することが課題であ
る． 
